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校 訓 スクールコンセプト ともに夢と希望を育む鶴川内中 
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第７７回卒業式 式辞より 
 学校長 井久保 康彦 

  
春光うららかなこの佳き日に、保護者の皆様をはじめ阿久根市教育委員会教育委員古賀正男様ならびに阿久根市長西平良将様や学校協議員の
皆様のご臨席を賜り、本校第７７回卒業式を挙行できますことを、心から感謝申し上げます。 
さて、本校第７７回卒業生として今、卒業証書を手にした１４名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 
皆さんが入学してから今日までを振り返ると、目に見えないウイルスに翻弄され、何を行うにしても、感染症対策のために、多くの制限が設
けられた中での３年間でした。 
学校行事や体験活動の規模の縮小、内容や時期の変更だけでなく日常では、マスク着用や手指消毒をはじめとした感染防止策により、何をす
るにつけても制限のかかる学校生活となりました。 
このような窮屈に思える日々の中でも、いつも学校に活気があり、明るくのびやかな鶴川内中であったのは、３年生が先頭に立って、学校行
事でも、日々の学校生活でも、元気に盛り上げてくれたおかげだと思います。 
９月の体育大会の成功を目指して１学期から準備に取りかかり、夏休み中も登校して練習に頑張りました。２学期が始まってからはわずかな
時間しかありませんでしたが、皆さんのリーダーシップで、競技・応援とも、最高の体育大会となりました。全校生徒が一つになった「鶴中ソ
ーラン」の皆さんの笑顔は、今も目に焼き付いています。 
さらに、10月の文化祭で３年生が全力で取り組んだ学年劇は、一人一人の素晴らしい迫真の演技に魅了され、すばらしい文化祭になりました。 
このように皆さんは、学校行事はもちろんのことそれ以外でも、自分たちでいろいろな企画を考え、生徒集会や昼休みを使った様々なレクリ
エーションなど、全校生徒で楽しく過ごす時間を工夫してくれました。 
最上級生としてこの１年間、いつも先頭に立って学校生活をリードしてくれたことや活動や行事も制限された中で、知恵を出し合い、協力し
合いながら、よりよいものを目指して一生懸命頑張った姿は、必ずや在校生に引き継がれることでしょう。後輩に素晴らしい手本となる「がん
ばる姿」を見せてくれて、本当にありがとう。 
さて、いよいよ中学校生活のすべてを終えて、次の世界に大きく羽ばたく時がやってきました。中学校生活に胸を弾ませながら正門をくぐっ
た日から３年の月日が流れ、あの日の姿と今の姿を見比べると、体も大きくなり、顔つきも大人になりました。身体的な成長だけではなく、勉
強や運動など、能力的な面でも、間違いなく大きく成長しました。 
そして、「自分一人さえよければ」と思っていた幼い思考から、「自分だけでなく、家族や友人も大切にしたい」と思えるようになり、「自分の
周りのことだけでなく、学校のことや地域のこと、そして社会のために自分に何ができるか」と考えられるようになりました。 
心が成長し、自覚が高まり、それゆえに、皆さんは、この１年、最上級生としての責任を果たすことができたのです。 
中学校での３年間で大きく成長した皆さん。これから、本校を巣立ちそれぞれ新しい世界へ旅立つく皆さんのさらなる成長を祈り、言葉を贈
ります。 
「人生は自転車に乗るようなもの。バランスを保つためには、前に進まなければならない。」 
「相対性理論」を提唱するなど、多大な功績を残したアルベルト・アインシュタインの言葉です。天才物理学者として有名ですが、少年期に
学校になじめなかったりナチス政権下の迫害から逃れたり、さまざまな苦労も経験しています。 
これから皆さんは、待ち受ける困難に足がすくみ、前に進むことを恐れる場面に遭遇するかもしれません。しかし、そこで立ち止まってしま
うと成長も止まってしまいます。卒業という新たなスタートラインに立つ皆さんが、これからも成長し続けるために、常に挑戦し、前に進んでく
れることを心から願います。 
結びになりましたが、これまでの本校教育活動への多大なご協力・ご支援に深く感謝申し上げ、今後とも、それぞれのお立場から鶴川内中学
校をご支援くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

阿久根市立鶴川内中学校 



努力目標 一年間のまとめと反省をしよう。 一事徹底 心をこめて作業をしよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
月 日 曜 行事 月 日 曜 行事 

３ 
２５ 月 修了式 辞任式  

４ 

17 水 
家庭訪問（～１８） 

１７（鶴川内・校区外） 
18（多田・校区外） 

2７ 水 入学生保護者説明会 

４ 

５ 金 
入学式準備，ＰＴＡ役

員会・評議員会  18 木 全国学調（国・数） 
８ 月 新任式，始業式，入学式 19 金 ＰＴＡ総会，防災訓練 

１５ 月 交通安全教室 23 火 実力テスト（～24） 

１７ 水 全国学調質問紙調査 24 水 生徒総会 

※ 辞任式は１１：２０開始予定 26 金 ＰＴＡ歓迎会 
 

３月１２日 卒業式 

～晴れの門出の日!!～ 

３月１２日，第７７回卒業式を実施しました。今年度は,久しぶりに
制限なしの実施となりました。 
在校生代表が送る言葉を，卒業生代表がお別れの言葉を述べると
き，鶴川内中学校での３年間の様々な出来事を思い出しながら，卒業
生や保護者が聞き入る姿が見られました。 
また，卒業証書を手に退場する姿は，とても誇らしげで，すばらし
い卒業式となったことを物語っているようでした。 
今年度は，卒業式後に卒業生が全員で歌い，感謝の気持ちを伝えま
した。その後に，笑顔で記念撮影をし，１４名の卒業生が鶴川内中学
校を旅立ちました。 

 

２月１０日 立志式・記念講演 

～自分の決意を発表!!～ 

」 

３月１１日 同窓会入会式 

～同窓生としての誇りと責任を胸に!!～ 

３月１１日，鶴川内中学校同窓会長の児玉さ
んをお招きし，同窓会入会式を実施しました。 
児玉さんからは，同窓生としての自覚と責任
を胸に今後も鶴川内中に貢献してほしいとの
お話がありました。 
新しく同窓生となった卒業生もその言葉を胸
に刻み，これからも鶴川内中学校の取組へ積
極的に協力してくれることを期待しています。 

 
 

２月１０日，２年生を対象に立志式を行いまし
た。１４歳の自分を振り返り，将来に向けた決意
を熟語にこめて，それぞれ発表しました。それぞ
れの思いを胸に，しっかりと自分の人生を歩んで
ください。有言実行を期待しています。 
その後，パラアスリートの池田樹生さんを講師
にお招きし，「知るきっかけ」と題した講演を聞き
ました。 
どの生徒も，池田さんの生き方に感銘を受けた
様子が見られました。これからの人生に生かして
ほしいと思います。 

３月７日 防災訓練（火災） 

～自分で考えて命を守る行動を!!～ 

」 ３月７日，火災を想定した防災訓練を
実施しました。今回は，教科の授業中に火
災が発生したという想定で行いました。 
避難は素早くできたものの，窓を閉め
るか，閉めないかの判断について考えさ
せられる訓練となりました。 
災害時，自分の命を，そして周囲の人の
命を守れるよう行動したいものです。 

※ 予定が変更となる場合もあります。 


